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1. 電 子銃の構造とコンパーゼン

ス補正

普通のシャドウマスク式カラープラ

ウン管で採用されている3電子銃方式

と,  トリニ トロン方式との電子光学系

の等価光学モデルを第 1図に示します

トリニ トロン電子銃は単電子銃方式
ですので, 普通のシャドウマスク管で

採用されているデルタ配列の 3電子銃

方式に比べて, 同 じネック管径内に2

倍以上の大 きな電子銃を入れることが

できます。従って解像度, 明 るさ共 ,

有利となります。

一

′   ^

翼聾證製
曇」汗到孝´

l

カソートワ, 発 電子カス〕蜃 けヽ`光面
( 電 子銃) ( コン■以 機構)

( a) 3電子銃方式( シャドウマスク管)

十`、
=}■ダイ

ヵソードワ, 発 電子カズ拡 けい光面
( 電 子銃) ( コン■ ゼ

・
ンス機構)

( b)ト リニトロン方式 ( 基本原理図)

〔第 1図〕 電子銃の等価光学モデル

一方, 主 レンズの中心か ら拡散して

来るビームを再び蛍光面の一点に集中

させる静コンパーゼンス補正は,  3電
子銃の場合に比べて, 電子ビームを大

きく曲げる必要があります。原理的に

は静電または, 電磁補正の 2通 りの補

正法が考えられますが, 実際にはネッ
ク管内に組込まれた偏向電極により,

フォーカス特性の良い静電的な補正を

行なっています。

普通のシャドウマスク管で使用され
ているデルタ配列の電子銃は,  3本の

ビームが管軸を中心とす る 円周上 に
120° おきに配置されています。 従っ

て静コンバーゼンス補正として, 各ラ

ジアル方向と1個のラテラル方向の独

立した調整が必要となります。また偏

向磁界はなるべ く均一とし, 生 じたず

れを補正するため ( 動 コンバーゼンス

補正) に , 各 ピームについて, 水平周

期補正波形と垂直周期補正波形が必要
で, 更にその各々に つ い て振幅調整

( AMP)と 傾斜調整 ( TI LT)を 必

要とします。

一方,  トリニ トロン電子銃では3つ
のビームをインライン ( 水平面上) 配
列し,  しか もセンタービームはサイ ド

ビームの対称中心にありますので, 静
コンバーゼンス補正は 2つのサイ ド・

ビームを対称的に移動させてセンター

ビームに合わせればよいのです。この

ためには第 2図に示すコンパーゼンス

電極にアノー ド電極より数百ボル ト低.

い電圧を印加し, 内側と外側の偏向板:

の間を通過する電子ビームが互いに内1

側に曲げられ, 蛍光面上で集中するよ

うな電界をかけます。更に,  3本のビ

ームが並んだ平面は垂直偏向磁界と平:

行ですので, 偏向磁界の強度分布を適

当に工夫して, 動コンパーゼンス補正

量を少なくあるいは, 零に設計するこ

ともできます。静コンパーゼンス電EE

に動コンパーゼンス電圧波形を重畳 ざ
せる静電式補正と, 動コンパーゼンス

補正ヨークを使用する電磁式補正のい

ずれの補正 も可能です。
いままで発表された 7形 , 13形 , 18

形の トリニ トロン管は,  トリニ トロン

電子銃とアパチュアグリルの組合わせ

を採用しています。アパチュアグリル

は, 金属板をエッチングにより垂直方

向にス トライプ状のスリット孔を明け

たもので, こ れを電子ピーム射突によ

る熱膨張を吸収するフレームに熔接 し

たものです。アパチュアグリルには,

蛍光面と同じ電位が印加されます。ア

パチュアグリルの特長として, 次の点

をあげることができます。

① ビームの透過率がシャドウマスク管

よりも良い。

②蛍光面が垂直方向のストライプ構造

ですので,  ピュリティ調整が簡単に

なり, 地磁気の影響を受け難い。

特異なコンバ…ゼンス機構

△
口   _―V
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③ シャドウマスク管で問題となるドッ

トと, 水平走査の干渉によって生ず

るモアレパターンが発生しない。

④ シャドウマスク管に比較して, よ り

フラットフェイス, ス クエアスクリ

ーンとなり見易い画面となる。

2. 静 コンパーゼンス補正

抵抗分圧方式による水平静コンバー

ゼンス補正
18形では高圧より約 1. 2kV低 いコ

ンパーゼンス電圧を必要とします。こ

の電圧は高圧アース間に挿入された高

安定高圧抵抗器により, 高圧を分圧し

てコンパーゼンス電極に印加していま

す。更にアース側に直列に挿入された

可変抵抗器 ( H. STAT)で ,  コンパー

ゼンス電圧は連続的に可変できるよう

になっていますが, 可変範囲を拡大す

るために, 高_圧抵抗器にタップを設け

て切替えられるようにしてあ ります

( 第 3国参照) 。

HCT方式 による水平静コンパーゼ

ンス補正
13形 で採用している方式です。絶縁

トランス ( HCT- 1)を介して昇圧供給

された フライバックパルス を整流 し

て, コ ンパーゼンスに必要な約 420V
の直流電圧を得ています。コンバーゼ

ンス電圧は HCT- 1の 1次側に直列に

挿入された コイル ( H. STAT)に よ

り, 連続的に可変できるようになって

います ( 第 3図参照) 。

その他の補正

● HMC補 正マグネット… …電子銃の

製造誤差等により, セ ンター ビー ム

( 緑) に対 し, 左右サイ ドピーム( 赤 ,

青) が対称でない場合に, ネ ック部に

装着された永久磁石( HMC補正マグネ

ット) に より, 電磁的に青ビームを移

動させ, 水平静コンパーゼンスの密調

整を行ないます。

● V. STAT, VMC補 正マグネット…

… …両方の補正マグネットとも,  HM
C補正マグネットと同様に永久磁石よ

りなり, ネ ック部に装着して使用しま

す. 電子銃の製造誤差等により生した

<写真- 1> トリニ トロン電子銃

高圧

荊
荜
腛
荨

刀易zけヽ`光面

芌
腤艩

腮
膣
艨
艦
裪

芌
艫腜

艨

艦
艒

|  |
63     64

( フ ォーカス)

口

― ― … … … … … … …

CONV
( 偏 向板電極)

( a) 36φ トリニトロン電子銃 ( 18形 )

高圧
♀

荊
荜
芌
芒

´ ―……… ¬

G
R

|

CONV
( 偏向板電極)

( b) 29φ トリニトロン電子銃 ( 13形 )

〔第2図〕 トリニトロン電子銃の構造

インラインビームの縦方向の不ジレを  正についてもAMP. TI LT成分は, ご
補正するのが H. STAT補正マグネッ  くわずかの補正量で済みます。

卜で, サ イドビームのアンバランスを

補正するために, 青 ビームを上下に移   C. Y(コ ンバーゼンス・ ヨーク) 方
動させるのが VMC補 正マグネットで   式による水平動コンバーゼンス補正

す。                  18形 では, 偏向コーク後部に装着さ

れた C. Ỳ コ ンバーゼンス・ ヨークう
3. 動 コンバーゼンス補正      に各種補正電流を流して, 動コンバー

トリニ トロン管では,  3本のビーム  ゼンス補正を行なっています。

をインライン配列しているので, 偏向   前述したように, 偏向ヨークの磁界
ヨークの磁界分布を工夫して, 垂直周  分布を工夫しているために, 水平方向

期の ミスコンパーゼンスが発生しない  でセンタービームによるラ ス タが 他

ようにしています。更に水平周期の補  の 2つのラスタよりも約 1. 5mm程度

アバチェア けい光面
グリル
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続的にTI LT補正を可変できるように

しています。AMP補 正は, 偏向ヨー

クの水平コイルと直列に接続されたS
字補正コンデンサの両端に発生する水

平周期のパラポラ電圧を, 位相補正回

路を介してCYに供給しています。
ⅡCT方式 による動コンパーゼンス

補正
・

13形 では, 水平静コンバーゼンス電

圧 ( 直流) が印加されている偏向板電

設  置

<写真- 2> プラウン管ネック付近の装着部品
小さくなります。この ミスコンバーゼ  る水平パルス電圧をCYに供給して,

ンスをHCRと 呼んでいます。HCRは   ノコギリ波電流を得ています。
CYに水平周期のノコギリ波電流を流   TI LT補 正はHCR補正のノコギリ
すことにより補正できます。実際の回  波電流を左右の CYで アンバランス

路では第 3図に示すように, HOT(水  にすることにより得られます。実際の

平出カ トランス) の 2次巻線に得 られ  回路では差動コイル ( DFC)を 使い連
CY(コンバーゼシスヨーク) .

@) t\ffZoD",tl-U)XEES

(b) r3fliol)/\-l>xaw
IgSEI) =:zi-EyzEfr

本平偏向ヽ
コイル ノ

. ①。

トリニ トロンカラー受像機の実際の

調整法について,  最近発売した 18形
KV- 1810Vを 例にとり,  少し詳 し く

述べておきます。
カラープラウン管は構造上地磁気の

影響による色純度劣化が問題になりま

す。

前に述べたように トリニ トロン方式
カラープラウン管は, 構造上電子ビー

ムの横方向の ミスランディングだけを

考慮すればよく, 工場における調整で

は地磁気の影響を考慮して横方向のラ

ンディングに余裕を取った調整を行な

っています。さらに各種安定化回路の

採用箸により,  トリニトロンカラープ

ラウン管では特に設置調整の必要はあ

りません。
しかし, 必要が生 した場合に, キ ャ

ビネットの外側か ら次のような調整が

行なえるように配慮してあります ( 写

真-4参照) 。

色純度調整 PURI TY
偏向ヨークの後部に装着された色純

化マグネットです。 2個のリングマグ

ネットが 1つ の軸で対称 に動 く構造
で, 電子ビームを横方向にだけ移動す

ることができます。色純度が悪 く画面
の自均一性 ( ホ フイ ト・ ユニフォ ミテ

ィー) が悪い場合にドライパーでこの

マグネットの軸 ( PURI TY)を まわし

て調整を行ないます。
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極に, 動コンバーゼンス電圧 ( 交流)

を重畳印加して補正を行ないます。実

際の回路では第 3図 に示すように,  S
字補正コンデンサの両端に発生したバ

ラポラ電圧を, コ ンデンサで分圧し,

AMP電 圧とし,  これに水平パルスを

積分して得たTI LT電圧を重畳し, 絶
縁 トランスHCT- 2を 介してコンパー

ゼンス電極に加えています。

調  整

TI LT。

水平静コンパーゼンスの微調整を行
なうのがH. STATです。 トリニトロ

ン方式カラープラウン管は, 赤0緑0
青( B)の 3つの電子ビームはインライン

に配置され, セ ンタービーム( G)は サイ

ドピーム ( Rぉ ょびB)の対称中心に

あります。さらにサイドビームのコン
パーゼンス電圧は共通に供給されてい

るため, 水平静コンバーゼンス電圧調

整は1つ で済みます。
画面中央部で見て, コ ンパーゼンス

がずれているときはH. STATを まわ
して調整します。画面の左右喘で動コ

ンバーゼンスが非対称にずれていると

きは, TI LT(動 コンパーゼンスの位

相調整) を まわしてコンパーゼンスを

合わせることができます。

白バランス調整 R. BKG, G. BKG,
B. BKG,  SCRN。
白黒放送を受像して, 暗い画面で特

定の色がつ くときには, パ ック・グラ

ンド調整ポリウムR. BKG, G. BKG,
B. BKGを まわして画面が灰色となる

ように調整します。

受像機の輝度 ( BRT)ぉ ょびコント

ラス ト ( PI CTURE)っまみを最小に

したとき, 画面がかすかに光っている

状態が適正ですが, 明 る過ぎたり暗過

ぎる場合はスクリーングリッド電圧調

整ボリウム ( SCRN)を 調整します。

イヤフォン
ジャック

クロマビデ
基 板

VHFチ ャ
微調

<写真- 3> 前面各部名称

外部 アンテナ端子
VHF  UHF

ピュリテイ

サーキット
ブレーカ  H STAT

<写真- 4> 背面および内部名称
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色純度 ( PURI TY)の調整

プラウン管を製造するときの露光点
の位置と, 偏向ヨークの偏向中心を合
わせるために偏向ヨークの「 前後位置

調整」と, 電子ピームの横方向のラン

ディングのみを合わせる「PURI TYマ
グネット」の調整が必要です。

〔予備調整〕

Puri t y調 整つまみ

ブラウン管の管面を東 ( ま たは西 )

に向けて消磁コイル, ま たは受像機内
蔵の ADG(自 動消磁回路) に より,

ブラウン管のアパーチャグリル, 取付
け金具等磁性体の消磁を行ないます。

正極性サー ミスタを使用して電源ス

ィッチがONになった瞬間に動作する
ADGを 採用しているので,  1度動作
させると, 電源スイッチをOFFし て

か ら15分程経過してから再びスイッチ

をONに しないと, ADGの 効果が無
いので注意する必要があります。
次にカラーバーゼネレータからドッ

ネック組立

トパターンを受像して, 著 るしい ミス
コンパーゼンスが認められたときには

水平静コンパーゼンス調整を行ないま
す。

〔調整法〕
① PURI TY調整つまみは最小磁界
となるようにします ( 第 4図参照) 。

② 偏向ヨーク ( DY)を 一杯に前進
させ, プ ラウン管 ( CRT)の ファンネ
ルに密着させます。
③ CRTネ ック部の付属品は第 5図
のようにセットします。
④ CRTソ ヶット ( T板 ) 基板の赤
( R)カ ソードおよび, 青 ( B)カ ソードのリ
ード線を外し, 緑 ( G)カ ソードのみ動作
させます。

⑤ PURI TY調整つまみをまわして

邮賻貎
鏺膬
莍

腒
荭莿談莓荅莉荵

取付板A
取付板B

3枚の抜き穴が一点で合った
ときメカセンタとなる

〔第4図〕
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〔第6図〕
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第 6図のようにGラ スターが画面の中

央に来るようにします。
, ⑥ DYを 徐々に後退させ, 画面全体

がGラ スターとなる位置 に 固定 しま

す。
, ⑦  Rラ スターおよび, Bラ スターに

ついても, 画面全体Rぉ ょびBと なる

ことを確認します。
( ③ わずかに ミスランディングがある

ときは,  PURI TY調 整つまみを微調

tま す。

コンパーゼンス調整

〔予備調整〕

色純度および白バランスの簡単
‐な調整は済ませておきます。動コ

ンパーゼンスに影響を及ぼす H・

, SI ZE, V. SI ZE, V. LIN, 左 右ピ

ンひずみ補正箸の調整および, ホ
ーカス調整も済ませておく必要が
, あ ります。

カラーバーゼネレー タか ら ド

ットパターンを受 像 し BRT,
l PI CTUREっ ま みは画面が最適
・状態となるようにセットします。

〔水平静コンバーゼンス調整〕
水平静コンバーゼンス電圧は,

, CRTア ノード電圧を抵抗で分圧
、して供給しています。分圧比の調

く写真- 6>

整は, 抵抗の分割タップ ( T802)を 切

替えて行ないます。
コンパーゼンスの微調整は CRTネ

ック部 に取付 け られ た H. STAT,
HMC調 整板により電磁的に補正しま

す。 さらにサービスマン・ コントロー

ル用として抵抗の分割比を若千可変で

きるボリウム ( HoSTAT, VR∞1)が
キャビネット外部か ら調整できるよう

になっています。

①, VR301( H・ STAT)を 調整して水

平コンバーゼンスがとれるか否か確認

します。とれているときは水平静コン
バーゼンス調整は完了しています。

v STAT
周を揃える

V STAT

H STAT

〔第 7図〕

VMC

H STAT HMC

もしとれていなぃときは VR動 を
メカニカルまセンターの位置にセット

し, 以下の順序で調整を行ないす。

② ネック組立ての H. STAT, V. S
TAT調整板をメカニカルセンタの位
置に置きます ( 第 8国参照) 。

③ 画面中央部で水平静コンパーゼン

スが大幅にずれているときは, 分割抵
抗のタップ ( T802)切替えを行ないま

す。T802の タップ切替えを行なうこと
により, Rぉ ょびBド ットは, Gド ッ
トを中心にして第 9図のような方向に

動きます。

④ H. STAT調整板を引抜く方向で

H STAT調 整板を
引き抜いたとき

VRsoi

CONV
ADJ 〔第 9図〕

蝂

蝃

蝄

蝅

T802の タップ切替え T802のタッ
⑤―⑥   ⑤一④一③

〔第10図〕
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VMC調整板を
引き抜いたとき

:
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B

VMC調整板を
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引き抜、`たとき

〔第11図〕

(a) HCR,J\orEei

〔第13図 〕

(b) AMP(-)ort6r'
TILT ColLr"tr=t2
t L /:i*, R63so

46 txe < Lr R Ij
,,1- tBt:,Ft6
btb

( b) HCR大 の場合て
し609の値を大さく
もしくは取除く

〔第14図 〕

くコンパーゼンス関係の調整>

〔第15図〕
BGR RGB

RGB      BGR
( a)正 クロスミスコン  ( b)逆 クロスミスコン

( a) AMP( +)の 場合て
TI LT COI Lてl t l =t 2
とした後, R630の値
を小さくしてRド・・′ト
とBドットを合わせるVMCfiEfrt

lfLi /Lf:'tt

V STAT調 整板を
挿し込んだとき

。GR

?B 艱

艦

艒

¨  0 0● 0RG R GR
B     G     3

B

0● 0 ●  0‐ 0
GR R RG

8   0   3
3      _

3
R

R
B

B
R

〔第12図〕

画面中央部でRド ットとGド ットを重

ね合わせます ( 第 10図参照 ) 。

⑤  Bド ットがR, G ドットと離れて

いるときは, HMC調 整板 を入 れ て

G, R, Bド ットを重ね合わせます。

〔垂直静コンバーゼンス調整〕
R, G, B各電子ピームはインライン

に並んでいるため, 垂直静コンパーゼ

ンス補正は, 電子銃の組立て誤差を補
正するだけでよいので, 簡単です。

① V. STAT調整板を動かし画面中

央部のR, Gド ットを重ね 合 わせ ま

す。 ( 第 12図参照 ) 。

②  Bド ットが G, Rド ットと離れて

いるときは, VMC調 整板を入れて各
G, R, Bド ットを重ね合わせます (第
11図 参照 ) 。

〔動コンバーゼンス調整〕

水平動コンパーゼンス補正は,  DY
後部に取付けられたコンバーゼンス・
ヨークの ( CY)コ ィルに補正電流を

流 して行 な い ます。AMP(パ ラポ

ラ波形) ,  HCR(の こざり波形) お よ

び TI LT(位 相) 補正を行 な い ます

が, AMPと HCR
補正 は,  DYと
CRTの 設計では

ぼ決定 され る た

め, 固定となって

います。

①l  TI LT調 整コ

イル ( DEC)を ま

わして, 画面水平

軸上の左右両端で

Rド ットとBド ッ

トを重ね合わせま

す。

②l  TI LT調整コ

イルでRド ットと

Bド ットが合わな

ぃときは,  
′rI LT

〈a)正縦ミスコン   ( b)逆 縦ミスコン

〔第16図 〕

調整コイルで第13図のように ′ 1=Z2に

調整した後, 次のようにR“ oの値を変

ぇてRド ットとGド ットを重ね合わせ

ます。

AMP( +)の場合……R“ 。の値を小 さく

する。
AMP(― ) の場合……R“ 。の値を大き く

する。

③  R. B ドットとGド ットが重なら

ないときは, 第14図のように L00, の

値を変ぇてR, G, Bド ットを重ね合わ

せます。

HCR小の場合・…"L6"の値を小さくす
る。

HCR大の場合・……LI "の値を大きくす
る。

〔画面周辺 における コンパーゼンス

調整〕

画面周辺部のコンバーゼンスが, 第
15図 , 第 16図のような状態のときは,

DYの首振 り操作を行ないます。写真
7に示す 4mmプ ラスネジ4本 をゆる

め, 自 由になった円筒部を上下, 左右

に動かせば, DYも 上下, 左右に動き

ます。

① 第15図 ( →のようなミスコンパーゼ

ンスがある時は, DYを上方向への首

振 りを行ないます。

Lsos

<a
の値を小さ
る
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② 第15図 0の ようなミスコンバーゼ
ンスがあるときは, DYを下方向への

首振りを行ないます。
③ 第16図 ( a)の ようなミスコンパーゼ
ンスのときは, DRをセットの裏側か
らみて, 右方向への首振りを行ないま
す。
④ 第16図 0の ようなミスコンパーゼ
ンスのときは, DYを左方向への首振
りを行ないます。

白バランス調整

まずスクリーン・グリッド電圧 ( SC
RN)を変ぇて, Gの カソードカツトオ
フ電圧を適正値にします。次にR及び
Bの第 1グ リッド電圧 ( R. BKG, B.
BKG)を各々調整して画面の暗い状態
での自バランスをとります ( 電気的に

は, Gの カットオフ電圧にRぉ ょびB
のカットオフ電圧を揃えることです)

画面の明るい状態 で の 自バランスは
R, G, B各 カソードに加わる励振電圧
の大きさ( R. DRI VE, G. DRI VE, B.
DRI VE)を 各々独立に調整します。

自バランス調整は, カ ラーバー・ゼ

ネレータからクロス・ハッチ・パター

ンを受像して行ないます。

〔左右ピンひずみ補正〕
トリニトロンCRTは , 構造上左右

のピンひずみが大きくなります。
回路的には, 水平偏向回路の電源に

垂直周期のパラポラ電圧を重畳してひ
ずみの補正を行っています。

13形では, 垂直偏向出力回路と水平
偏向出力回路の電源を共通とし, 直流
電圧 ( ∞V)に Cと Lで積分した垂直
周期のパラポラ電圧を重畳 してい ま
す。

18形 では, 垂直出力回路で発生する
パラポラ電圧を, 増幅・位相補正回路
を通じて, 水平偏向出力回路の電源と

直列に接続されたトランジスタ( PIN.
OUT)の ベースに加え, 直流電圧 ( ∞
V)に垂直周期のパラポラ電圧を重畳

〔暗い部分の白バ

ランス調整〕

① BRT,  PI CTU
REっ まみを最小の

位置にします。

② G. BKGを メカ
ニカルセンターに,

R. BKG,  R. BKGは
最小の位置にセット

します。SCRNを ま

ゎしGが ゎずかに光

るように調整しますで

③ R. BKG, R. BK
Gを まわし暗部が灰

色となるようにしま

す。

〔明るい部分の自

バランス調整〕

c) BRT, PI CTURE っまみを最大

の位置にセットします。

② R. DRI VE,  B. DRI VEの 各 VR
をまわし明るい部分での白バランスを

とります。

最後に画面を暗くした場合と, 明 る

くした場合の両方で自バランスがとれ

ていることを確認します。

<写真- 8> 高圧プロック

左右 PINひずみが最 も小さくなるよ

うに調整します ( 第17図 参照 ) 。

〔ABL調整〕

画質劣化の防止, CRT高 圧部品の

保護等のため, CRTの 最大電流値を

規定する為にABL調整を行ないます

① 放送またはカラー・パー・ゼネレ
ータからの信号を受像します。
② BRT,  PI CTURE ともに最大に
します。

③ CRTの アノード電流が l mAと
なるようにABL調整VR( VR400 CD
基板) を 調整します。

〔高圧調整〕

安全性の向上, 均―な品質を目的と
して高圧調整を行ないます。

① 放送を受像し BRT, PI CTURE
を最小の位置にします。

②, CRTの アノード電圧が 2. 45kV
となるように高圧調整コイル ( HVAP
基板) を 調整します。

( ソニーKK受像機製造部 )

そ の 他 の 調 整

しています。
左右ピンひずみ調整は, 次のように

行います。

①  カラー・パー・ゼネレータからク
ロスハッチパターンを受像します。
② 各つまみは最適状態とします。
③ P基板上のピンひず み位相調整
VR( PIN PHASE VR。 1。) , 振幅調整
VR( PIN AMP VR。 。9)を まわして

PIN PHASE
VR610

PIN AMP
VR609 →

〔第17図 〕
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